
代 表 質 問

守永　信幸
（大分市）

県
民
の
声
を
受
け
止
め
、　

 

　
　

地
域
の
元
気
づ
く
り
を

県
民
と
の
対
話
か
ら
の
政
策

　

佐
藤
知
事
が
就
任
し
て
か
ら
3
年
半

が
経
過
し
よ
う
と
し
て
い
る
。こ
の
間
、

県
政
ふ
れ
あ
い
対
話
を
通
じ
て
地
域
住

民
と
意
見
を
交
わ
し
、
現
場
の
抱
え
る

課
題
に
向
き
合
っ
て
こ
ら
れ
た
。
県
民

と
の
対
話
の
中
か
ら
、
ど
の
様
な
課
題

を
把
握
し
、
政
策
に
反
映
し
て
き
た
の

か
知
事
に
伺
っ
た
。

　

佐
藤
知
事
の
答
弁
は
以
下
の
通
り
。

子
育
て
世
代
の
声
を
受
け
止
め
、
子
ど

も
医
療
費
の
負
担
軽
減
な
ど
を
市
町
村

の
施
策
と
併
せ
て
全
国
ト
ッ
プ
ク
ラ
ス

の
支
援
を
実
現
さ
せ
た
。
健
康
寿
命
延

伸
に
つ
い
て
は
、
高
齢
者
の
集
い
参
加

率
12
年
連
続
全
国
一
位
を
継
続
。
高
齢

者
の
通
い
の
場
の
更
な
る
充
実
を
図
る

と
と
も
に
、
介
護
ロ
ボ
ッ
ト
や
Ｉ
Ｃ
Ｔ

の
導
入
支
援
に
よ
り
、
高
齢
者
が
安
心

し
て
介
護
サ
ー
ビ
ス
を
受
け
ら
れ
る
環

境
づ
く
り
に
取
り
組
ん
で
い
る
。
元
気

に
活
躍
で
き
る
大
分
県
づ
く
り
に
つ
い

て
は
、
企
業
へ
の
5
0
0
社
訪
問
、
農

林
水
産
業
の
成
長
産
業
化
で
は
生
産
者

の
声
に
耳
を
傾
け
取
り
組
ん
で
き
た
。

　

将
来
に
向
け
て
、
そ
の
基
盤
と
な
る

広
域
交
通
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
の
充
実
や
、

先
駆
的
な
Ａ
Ｉ
Ｄ
Ｘ
の
推
進
、
空
飛
ぶ

ク
ル
マ
や
自
動
運
転
な
ど
新
た
な
時
代

を
切
り
開
く
技
術
へ
の
投
資
も
積
極
的

に
進
め
て
い
く
。
県
民
と
の
対
話
を
重

ね
な
が
ら
、
安
心
・
元
気
・
未
来
創
造
の

大
分
県
づ
く
り
に
果
敢
に
挑
戦
し
て
い

き
た
い
。

コ
メ
政
策
に
つ
い
て

　

農
業
振
興
に
お
い
て
、
収
益
性
の
高

い
施
設
園
芸
品
目
や
果
樹
、
畜
産
な
ど

が
農
業
政
策
の
中
心
と
な
っ
て
い
る
が
、

農
地
を
利
用
す
る
上
で
は
、
米
・
麦
・
大

豆
な
ど
、
特
に
主
食
で
あ
る
コ
メ
を
持

続
的
に
生
産
し
続
け
る
こ
と
が
重
要
。

そ
の
た
め
に
は
農
家
か
ら
の
買
取
価
格

や
消
費
者
へ
の
販
売
価
格
の
安
定
が
重

要
で
あ
る
。
今
年
4
月
に
食
料
シ
ス
テ

ム
法
が
施
行
さ
れ
、
コ
メ
を
始
め
農
林

水
産
大
臣
が
指
定
す
る
品
目
に
つ
い
て

コ
ス
ト
の
指
標
を
作
成
・
公
表
し
、
売
買

の
際
に
コ
ス
ト
へ
の
考
慮
を
促
す
制
度

を
運
用
。
今
年
産
米
の
コ
ス
ト
指
標
は
、

2 

0
，
5
3
5
円
。
こ
の
指
標
に
基
づ

き
試
算
す
る
と
、
コ
メ
専
作
農
家
が
年

収
5
0
0
万
円
を
達
成
す
る
に
は
、
約

10 

ha
の
経
営
面
積
が
必
要
。
こ
の
規
模

は
中
山
間
地
域
で
は
不
可
能
に
近
い
。

　

高
収
益
部
門
の
強
い
農
業
と
併
せ
て
、

弱
い
農
業
を
守
る
施
策
を
展
開
し
、
最

終
目
的
と
し
て
「
消
費
者
へ
の
食
料
の
安

定
供
給
」
を
達
成
す
べ
き
。
コ
メ
政
策
に

つ
い
て
佐
藤
知
事
の
見
解
を
尋
ね
た
。

　

佐
藤
知
事
か
ら
は
、「
コ
メ
価
格
の
下

落
、
コ
ス
ト
上
昇
な
ど
、
コ
メ
生
産
者

を
取
り
巻
く
経
営
環
境
は
厳
し
い
。
こ

う
し
た
中
、
生
産
者
の
経
営
安
定
と
消

費
者
の
納
得
感
を
得
る
コ
メ
価
格
を
実

現
す
る
に
は
、
ま
ず
は
市
場
の
動
向
を

見
据
え
た『
需
要
に
応
じ
た
生
産
』が
基

本
と
考
え
る
。
国
の
需
給
見
通
し
を
参

考
に
算
出
し
た
生
産
目
安
を
生
産
者
と

共
有
し
、計
画
的
な
生
産
に
つ
な
げ
る
。

　

ま
た
全
国
各
地
の
農
業
団
体
が
示
し

た
仮
渡
金
単
価
は
、「
コ
ス
ト
指
標
」を

下
回
る
状
況
に
あ
る
た
め
、
低
コ
ス
ト

化
や
付
加
価
値
向
上
等
の
対
策
を
一
層

強
化
す
る
必
要
が
あ
る
。

　

こ
れ
ま
で
も
、
意
欲
の
高
い
生
産
者

に
対
し
、
農
地
集
約
や
基
盤
整
備
、
ス

マ
ー
ト
技
術
や
乾
田
直
播
栽
培
の
導
入

な
ど
効
率
化
と
生
産
性
向
上
を
支
援
し

て
き
た
。
更
に
、
全
国
食
味
ラ
ン
キ
ン

グ
に
お
け
る
最
上
位
の「
特
Ａ
」評
価
の

獲
得
や
有
機
栽
培
な
ど
ブ
ラ
ン
ド
力
を

高
め
る
コ
メ
づ
く
り
を
後
押
し
す
る
。

　

加
え
て
、
中
山
間
な
ど
条
件
不
利
地

域
で
は
、コ
メ
と
の
複
合
経
営
を
含
め
、

園
芸
品
目
の
導
入
を
促
進
し
、
所
得
の

確
保
と
農
地
の
有
効
活
用
を
進
め
る
。

ま
た
小
規
模
・
兼
業
農
家
に
対
し
、
農

薬
散
布
や
田
植
え
・
稲
刈
り
等
の
作
業

を
サ
ポ
ー
ト
す
る
サ
ー
ビ
ス
事
業
体
の

体
制
強
化
を
推
進
す
る
。
現
在
、
国
で

議
論
さ
れ
て
い
る
水
田
政
策
の
見
直
し

の
動
向
も
注
視
し
つ
つ
、
引
き
続
き
持

続
可
能
で
魅
力
あ
る
水
田
農
業
を
築
い

て
い
く
」と
の
回
答
が
示
さ
れ
た
。

　

こ
の
他
に
、
◇
消
費
税
減
税
が
県
財

政
に
与
え
る
影
響
、
◇
有
機
農
業
の
振

興
、
◇
災
害
時
避
難
所
の
環
境
整
備
、

◇
持
続
可
能
な
市
町
村
の
行
政
運
営
、

◇
平
和
教
育
、
◇
生
成
Ａ
Ｉ
と
学
校
教

育
、
◇
デ
ジ
タ
ル
化
の
進
展
と
障
が
い

の
あ
る
人
の
暮
ら
し
、
◇
最
低
賃
金
の

引
き
上
げ
、
◇
県
職
員
採
用
試
験
の
受

験
者
確
保
、
◇
安
全
・
安
心
な
大
分
県

づ
く
り
、
等
に
つ
い
て
質
問
を
し
た
。

一 般 質 問

玉田　輝義
（豊後大野市）

「
賢
い
縮
小（
ス
マ
ー
ト
シ
ュ
リ

ン
ク
）」へ
の
転
換

理
念
は「
熟
議
の
民
主
主
義
」

質
問
の
要
旨

　

2
0
2
5
年
国
勢
調
査
の
速
報
値

で
大
分
県
の
人
口
は
1
0
7
万
人
台

と
な
り
、
2
0
5
0
年
に
は
約
84
万
人

（
2
0
2
0
年
比
で
約
25
％
減
）
ま
で
減

少
す
る
見
通
し
に
あ
る
。こ
れ
ま
で
の
拡

大
・
維
持
を
前
提
と
し
た
行
政
運
営
は
限

界
を
迎
え
つ
つ
あ
り
、
人
口
減
少
を
前
提

と
し
た
社
会
の
再
設
計
が
急
務
で
あ
る
。

　

現
在
、
行
政
規
模
や
イ
ン
フ
ラ
、
財

政
を
計
画
的
に
適
正
化
し
、
生
活
の
質

と
持
続
可
能
性
を
高
め
る
「
ス
マ
ー
ト

シ
ュ
リ
ン
ク
（
賢
く
縮
む
）」
と
い
う
前

向
き
な
適
応
戦
略
が
全
国
で
注
目
さ
れ

て
い
る
。
2
0
2
6
年
7
月
の
全
国
知

事
会
で
も
、
こ
の
視
点
を
取
り
入
れ
た

行
政
サ
ー
ビ
ス
提
供
体
制
の
再
構
築
を

目
指
す「
鳥
取
宣
言
」が
採
択
さ
れ
た
。

　

こ
れ
ま
で
の
人
口
獲
得
・
維
持（
自
然

増
・
社
会
増
）を
中
心
と
し
た
発
想
か
ら

転
換
し
、
イ
ン
フ
ラ
や
公
共
サ
ー
ビ
ス

の
持
続
可
能
性
を
見
据
え
た
「
ス
マ
ー

ト
シ
ュ
リ
ン
ク
」
の
視
点
を
本
格
的
に

県
政
運
営
へ
取
り
入
れ
る
べ
き
と
考
え

る
が
、
知
事
の
見
解
を
伺
い
た
い
。

佐
藤
知
事
答
弁
の
要
旨

　

人
口
減
少
の
流
れ
に
歯
止
め
を
か
け

る
対
策
を
総
力
で
進
め
る
一
方
、
当
面

は
一
定
程
度
の
人
口
減
少
を
覚
悟
せ
ざ

る
を
得
な
い
。
官
民
の
担
い
手
不
足
が

進
む
中
で
も
地
域
経
済
を
発
展
さ
せ
、

公
共
サ
ー
ビ
ス
等
を
維
持
・
向
上
さ
せ

る
た
め
、
以
下
の
2
つ
の
視
点
で
取
り

組
ん
で
い
る
。

①�

デ
ジ
タ
ル
・
先
端
技
術
の
活
用
／
限

ら
れ
た
人
材
で
経
済
を
持
続
的
に
成

長
さ
せ
る
た
め
、
A
I

・
D
X
の
推

進
に
よ
る
業
務
変
革
と
生
産
性
向
上

を
図
る
（
県
内
中
小
企
業
の
D
X
導

入
割
合
は
昨
年
度
約
9
割
へ
拡
大
）。

②�

広
域
連
携
の
強
化
／
消
防
指
令
セ

ン
タ
ー
の
共
同
運
用
や
「
#

 

7

 
1
 1 

9
」の
全
県
導
入
な
ど
行
政
の
広
域
化

を
推
進
。
市
町
村
へ
の
デ
ジ
タ
ル
人

材
派
遣
や
、
行
政
不
服
審
査
会
事
務

の
共
同
処
理
な
ど
を
進
め
て
い
る
。

　

他
方
、「
鳥
取
宣
言
」に
基
づ
き「
人
口

戦
略
推
進
チ
ー
ム
」
等
で
実
効
性
あ
る

対
策
を
講
じ
る
と
と
も
に
、
本
県
で
も

「
こ
ど
も
政
策
局
」の
新
設
に
よ
る
切
れ

目
な
い
子
育
て
支
援
や
広
域
交
通
ネ
ッ

ト
ワ
ー
ク
の
充
実
な
ど
、
未
来
の
基
盤

づ
く
り
を
進
め
て
い
る
。

　

議
員
指
摘
の
「
ス
マ
ー
ト
シ
ュ
リ
ン

ク
」
の
視
点
も
踏
ま
え
、
将
来
に
わ
た

り
持
続
可
能
で
魅
力
あ
る
大
分
県
づ
く

り
に
邁
進
し
て
い
く
。

　

人
口
減
少
下
に
あ
っ
て
は
、
こ
れ
ま

で
受
け
て
い
た
サ
ー
ビ
ス
を
縮
小
せ
ざ

※一般質問については、大分県議会のホームページの「県議会インターネット中継」のページの「録画中継」からご覧いただけます。 2


